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Ａ.感性軸（造形）
Form

01 審美感 ☆ サッシュの見えない納まりとすることで、外部との連続感のある美しい内観を実現している ○ 2 

02 調和性 ☆ ケヤキ並木を覆う大屋根と意匠を合わせることで、内部と外部を一体に感じさせる調和性を獲得している ○ 2 

03 独創性 外部と一体化させる独創的なコンセプトを実現するトップライトとなっている ○ 2 

04 象徴性 ☆ 特殊な形状のトップライトににより、デザインの意図が明確に表現されている ○ 2 

05 完成度 ☆ BIMによる高度な設計・検証によって高い完成度を実現している ○ 2 

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

06 機能性 ☆ Well-Beingに繋がる水平面ファサードに加え光への更なるアクセスの向上と居住域への直達日射熱、貫流熱を最大
限遮蔽する機能により温熱環境を両立した。 ○ 2 

07 効率性 ☆ 夏期は太陽熱をデシカントへ利用し、冬期は断熱層としてコールドドラフトや結露の抑制になる効率性が良い。 ○ 2 

08 利便性 エアフロートップライトは運転操作や制御も必要としないため利便性に富んでいる。直射日光を抑制する電動ロー
ルスクリーンはスイッチ操作により展開可能としている。 ○ 1 

09 安全性 ☆ 居住域側のガラス面の仕様は強化ガラスとすることで、地震やメンテナンス時の万が一のガラスの損傷時において
もガラスが落下することなく、居住者の安全に配慮している。 ○ 2 

10 先導性 ☆ 熱だまり空間のないトップライトにおいて、居住域直下の温熱環境の両立を実現した。 ○ 2 

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

11 環境負荷 ☆ エアフロートップライト内部の熱を再生可能エネルギーとして創出し、設備熱源を有することなく、排熱を設備機
器へ利用することで建物のエネルギー消費量を削減し、地球環境への負荷を抑制に寄与している。 ○ 2 

12 資源消費 従来の建材で使用されている材料で構成されている。 ○ 1 

13 地域環境性 騒音・振動への影響はない。 ○ 2 

14 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性 ☆ 年齢や性別・国籍を超えてWell-Beingに繋がる環境を提供できる。 ○ 2 

15 先進性 ☆ 企業価値等の経営にメリットをもたらすと言われているWell-Beingを新たな建築への価値観として具現化した。 ○ 2 

Ｄ.経済軸（LCC
）

Life Cycle Cost

16 ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ 特殊な建材、空調設備は使用していないため建築工事全体のコストボリュームとしてはわずか。 ○ 1 

17 ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ ☆ デシカント外調機は一般のメンテナンスの範囲であり、トップライトは日常メンテナンスが発生しないため一般の
建物と変わらない。 ○ 2 

18 維持管理 ☆ エアフロートップライト内部は人が入れる高さに設定をしており、ロールブラインドの点検や内部清掃も可能な維
持管理に配慮した構造となっている。 ○ 2 

19 耐久性 ☆ トップライト内部温度は40℃程度の昇温と検証しており、電動ロールスクリーン耐久性に配慮した仕様としている。 ○ 2 

20 ＬＣＣ ☆ デシカント外調機におけるデシカントろ材の再生熱削減に寄与するためLCC低減に繋がる。 ○ 2 
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1. 自然を内包するワークプレイス

3. 日射熱を利用する、エアフロートップライト

Fig3.排熱利用状況（2022年夏期代表日）

Fig1.設備・建築システム図、シミュレーション検証
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総合化学メーカーの研究拠点内に点在する、既存機能を集約

し新たに研究・厚生施設を再構築する建築の計画である。研

究施設（実験室・オフィス）と厚生施設( 食堂・カフェ・更

衣室) を１棟とするのではなく、研究拠点の軸線となってい

る樹齢50 年のケヤキ並木を挟んで、研究所を新築・厚生施

設を既存改修し、２棟間に大きなシェードを架けて一体化し、

ケヤキ並木を取り込むことで自然を内包し、自然とつながる

新しいワークプレイスの創出を試みている。

鉛直面ファサードで採用されるエアフローウィンドウ方式の外壁システムに着目し、エア

フローウィンドウ方式を水平面に応用することで、自然採光を最大限取り込みつつ、熱だ

まり空間が無い建築計画においても日射熱、貫流熱を閉じ込め、直下の居住域において直

達日射の熱影響を最小限にできるエアフロートップライトを考案した。

内外の境界面となるガラス(Loｗ-E)にて断熱を図りながら、FL＋3,800以上の高さにイン

ナーガラスを設置し、外気温・日射熱によって暖められた空気をトップライト内部に閉じ

込め、機械排気を行い、その際の排気の熱をエネルギーとしてデシカント外調機の再生温

熱源として利用することでオフィスの空調エネルギー消費量の削減するシステムを構築し

た(fig1)。執務空間に対しては、日射遮蔽とシェードのルーバーによる遮蔽を評価して計画

した。ルーバーの奥行・ピッチを変数として直達日射を評価するA S E が低く、明るさ感

を評価するU D I を最大化するパターンによって計画した(fig2)。

竣工後、夏期代表日の排熱利用状況において、デシカントローターの放湿温度

39.3℃に対して、トップライト排熱が37.7℃まで昇温した空気として利用でき

ていることを確認できた(fig3)。その排熱利用量は年間27,737kWとなり、太陽

光発電パネル約10kW相当の創エネを実現している。SET*において居住域は

22.2～25.6℃となり、トップライト下の執務空間においても快適な環境である

ことが実証できた(fig4) 。

本開発により、トップライトの設置が困難な建物においても、設置の検討が可能

になると共に、より自然光を導入するオフィスの創出の展開に寄与すると考えら

れる。

2. 熱だまり空間を必要としないトップライトの実現

4. 効果検証・展開

5. 環境評価表

自然を内包するワークプレイスを実現するた

め、執務スペースにトップライトを設け、よ

り多くの自然光を導入することで、内部にい

ても外部を感じやすく、心身のリラックスを

促す空間を計画した。しかし、本計画地では、

建物高さ制限があり、トップライト設置する

際に、温熱環境を確保するために必要な熱だ

まりの確保が困難な条件であった。そこで本

開発では、建築計画・温熱環境上、設置の困

難な条件下でのトップライトの課題を解決す

る新たなシステムを開発することで、自然光

を引き込み、快適な空間を構築するトップラ

イトの適用拡大を目的とする。

ルーバーピッチの検証

UDI(明るさ感)シミュレーション

ASE(直達日射)を含めた上位パタンの抽出

Fig2.日射量と明るさ感の検証
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Fig4.夏期温度測定データ
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エアフロートップライトによって外部と一体化するワークプレイス

自然光を引き込むトップライト

自然光の差し込むミーティングスペース

プラザからの研究所を望む
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